
教 育課 題部会

研究主題 「特色ある学校づ くりに向けだ外部評価の活用」

1は じめ に

1特 色 化 の推 進

都立高校は今 、急激な社会や環境の変化に対応できる生徒の育成が強く求められている。それは、「教育

の在 り方 を変えること」であり、中で も、教育の質をいかに変えるかが重要になる.そ のために求められ

るのが、都民、地域、保護者のニーズに応えられ る 「特色ある学校づ くり」の実現である.

「特色ある学校づくり」の基本は、学校 とい う組織体が、どんな 「仕組み」や 「システム」を特色 とし

て準備 し、生徒たちに提示 してい くのかを明確にすることである。それは、日常的に継続でき、地道に、

そ して、着実にその成果が期待できる教育活動に他ならない。

今 日の学校経営は、説明責任が徹底 され学校 の自主性 ・自律性 と保護者 ・地域との闘係が有機的に働き、

学校 ・保護者 ・地域が一体 となって生徒を育てていく新たなシステムをつくりだすことが求められ る.

2学 校 評 価 の ね らい

学校には.教 育活動やその他の学校運営の状況について自らの教育 目標に照 らして点検 ・評価を行い、

その結果 を公表することによって学校の教育成果についての説明責任 を果たし、その結果を基に、その後

の教育活動の改善を図ること溺求め られ る.ま た、教職員は評価活動を通 して自らが教育実践の現状や 目

標の達成度を知 り、そのことによって教職員の 自律的な学校改善への意欲を喚起することになる。 このこ

とが学校評価のねらいである。

皿 学 校 経 営 計 画 の 実 施 と外 部 評 価

「特色ある学校づくり」

を行 う上で、各学校が ど

のよ うな生徒 、どの よう

な教 育活動の展開が望ま

れ ているのか を分析 し、

どのよ うな生徒 に育てて

い くのかを明確 にす るこ

とが重要になる.つ まり、

外部評 価 を有勃に活用 さ

せ ることが、特色化 を推

進 させ てい くことにつな

がる.

この よ うな考え方 を前

提 として、本年度 「教育

課題」 部会では、特色化

に向けた外部評価の有i効

活用を課題 として取 り組

み、マ ネジメン トサイ ク

ル の全 体枠 の中で外部評
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価の在 り方を研究した。

マネジメン トサイクルでは、①具体的な 目標を示 した学校経営計画が作成 され、その経営計画にそって

教育活動が行 われる,② その過程で開かれた学校づくりの取組 と相まって情報発信が行われる。③情報発

信 された内容については、その都度、対象者別に評価を行 うことになる(評 価活動1)。 ④ 日常的に行われ

る評価 は分掌において活用 され、そのデータは評価委員会に集積 される、⑤集められた教育活動のデータ

や地域の声、生徒の声、そ して教職員の内部評価を加え、分析、検証を行 う(評 価活動 ロ),⑥ 学校運営連

絡協議会 において第三者の意見を提言として聞き入れ、評価委員会にて最終的なまとめを行 う。⑦校長の

次年度の学校経営計画に反映させる。

このサイクルの中でどこに問題点があるのか、なぜ現状では必ず しも有効活用されていないのか、各学

校へのアンケー ト調査を実施することにより改善点を探ることとし、特に今年度においては、具体的な評

価項 目、教職員の意識改革、情報発信、回収率の4点 に絞 り研究開発することとした。

皿 外 部 評 価 ア ンケ ー ト集 計 調 査 ・分析 結 果

本部 会で は、全校 を対象に、外部評価 に関す るア ンケー トを集施 した。

Q1、 実施時期 はいつですかe

2学 期後半以降に実施(94.3ele)

Q2.対 象者 は誰 ですかc

自校生徒及 び保護者(97.9%〉 、に対 し、地域 中学校の教職員 ・生徒(8.2%)

Q3.評 価ね らいの重点は何 です か。
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「現状～」r課 題～」r要 望～」 と、評価のね らいの重点として多 くの学校が現状の把握に目を向けてお

り、「特色ある学校づくり」に向けた取組を震施 している学校は17%(25人)と 少ない。学校改革の過渡期

であるため、まずは 「現在」を把握 しよ うとい う傾向が見 られ る、 しか し、地域住民や保護者などが、ど

の ような学校 を求めているかを把握するためには、早急に学校独 自の項 目を作成 して積極的に学校評価に

取 り入れる努力をする必要がある。

Q4.ど の よ うな方法で実施 しています かe
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「ア ンケー トの回収率が低 い(QlO)1と い う問題点 と実施方法の関係 を考察す る必 要があ る,
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Q5.評 価結 果を公表す るのはいつ です か。

多 くの学校 が実施時期か ら、集計 を行 い、公表 までに2～3ヶ 月 を要 している と考 えられる。

Q6.学 校 が外部に対 して実施Lて い る情 報発信 につい て、 どのよ うな こ とを行っていますか。
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「中学校や地域住民」に対 しては、回答者ほぼ全員が必要性を意識 してるので、実施 していると思われ

る。 また、同様 に 「保護者」についても情報発信の必要性は感 じている.そ の一方で、外部評価者 に 「生

徒 を含 める」と意職 した回答者は、ほとん どすべての項 目を選択 していた.部 活動を学校の特色としてあ

げている都立高校が多い割 には、部活動公開が低い。情報発信の手段 として活用 しようという意識が希薄

である。出張授業は意外 と高く、これはここ数年で急速に広まったのだと考える。これ らのことをもとに、

情報発信の現状と問題点を考察し、要点をまとめたのが下図である、

現状の情報発信

鷺

内容

都民 ロロ[⇒ 生徒、保護者、中学校(中学生)、地域住民など

方法1対 象者が来校

例:保護者会、学校説明会、学校公開(授業、行事、部活動)など

方法 皿 対象者の所へ出向

例=学校訪問・出張授業

方法皿 高校からの発信

例.各種通信(学年通信、PTA通信、分掌通信など)、ホームページなど

学校活動全般

問題点

対象者に関連して 都民一般 に対 して、十分に情 報発信しているとは言い難い

肛=={〉 特 に、地域住民に対して、不十分

地蟻住民
学校に対してあまり
関心を持っていない

現状のままでは地域住民に対する

有効な情報尭信の方法がない

内容に関連して必要な帽報を十分かつわかりやすく発信できているとは言い難い
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Q7.外 部評価は活用 されていますか。

外部評価は回答のあった146校 すべてで活用 されている。内訳は、学校全体での利用が100校 、教職員個

人 レベルでの活用が30校 、分掌 ・学年単位での活用が32校 である。外部評価は各学校においておおむね活

用されている。それに対 して、「あまり活用されていない」が50校 ある。活用 されない最も大きな原因とし

て外部評価への教員の意識の低 さをあげている。加えて、学校組織力の問題など、原因の80%は 評価に取

り組む構成員組織の問題 としてとらえている。また、評価を行った後の分析 ・考察がない とい う状況があ

る、活用されるためには、校長のリーダーシップと教員の意識改革が重要であり、評価結果の公表、及び

評価結果を基に具体的な改善策の検討が大切である.

Q8,外 部評価を行ったことで教職員に新たな動きは感 じられま したか。
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新たな動きとならなかった理由として、教員の意識が低い(10件)、 対応策が計画できない(4件)、 組

織的な動きにならない(3件)が 挙けられた。一方、多くの学校では、外部からの評価結果を意識 し、授

業改善など教育活動全般に対す る見直 しが図 られ るよ うになってきている。また、広報活動の必要性 を感

じ、実施する動きがみられる。しか し、改善策を打ち出 していくなか、教員の意識の低 さが挙げられた り、

評価結果が次の段階に生かしきれないでいるなど、課題 も残っている.

Q9.貴 校の実施 している外部評価で特筆すべき内容 ・方法等がありますか。

質問対象者の工夫(今 後入学予定の中学生やその保護者を対象にするなど8件)、 授業評価の実施(7件)、

質問項目の工夫(共 通質問事項、同じ項目を数年間実施 し推移をみるなど7件)、 アンケー ト回収率アップ

(5件)、 集計作業の工夫(マ ークシー ト利用2件)、 内部評価 と外部評価の比較(2件)

QlO.外 部評価全般 に関 して.何 か問題 があればお答 えくだ さい。
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【回収率について】

多 くの学校でアンケー トの回収方怯で苦慮 している,特 に 「地域住民」からの回収寧が低い。次に保護

者か らの回収皐が低いとい う記述が多 く見られ る。ただ し、アンケー トの数値には大差な く、感 じ方の違

いとも受けとれる。情報発信(Q6)と 関連させた場合、学校行事や授業公開において情報を発信 してい

る方が 「回収率問題な し」 とい う傾向hSあ る。校内での活用{Q7〕 と関連 させた場合、r回収率が悪い」

場合は教職員 レベルでの活用にとどまっている率が高くなっている,

【質問事項の難 しさについて1

r特色ある学校づ くり」に重点をおいている場合は、地域の特性もあり、質問内容が難 しくなる.し か

し、情 報発信(Q6)の 関係を見ると生徒会新聞や ミニコミ紙などであらか じめ生徒の視点や地城の視点

で情報提供をす ることで質問内容の精選につながる.

【外部評価を行 う上での課題について】

①ア ンケー トの配布 ・回収の方法、②情報発信、③結果のフィー ドバ ックと活用、④ 「特色化」に向け

た質問内容の作成を挙げることができる。

Q11.今 後 、外 部評 価 をよ り活用 し 「特 色 ある学校づ く り」 のために必要な こ と、現状 にお いて不十分

と思 われ る こと。
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課題 として、アンケー ト内容の見直し、地域 ・保護者 との連携 、広報活動 ・情報発信の工夫、教員の意

識改革が挙げられる。

※外部評価に関する自由意見
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課題 として、学校改善(学 校経営計画)の ねらいが明らかになるような質間項 目が必要、項 目を長期的

・短期的なね らいに分け、慎重に分析 ・検討す る必要がある。また、結果報告、活用について不十分な点

がある。などが挙げられる。

一157一



N外 部 評 価 の改 善 に向 け て

1評 価項目の課題と改善策

(1)評 価項 目の設定

評価項 目は、校長の学校経営計画に沿った内容(学 校が 目指すべき特色化の方向性)で あ り、それ らを

引き出す ような内容を設定することが前提となる、その上で、評価対象者の学校に対する情報量、関心の

度合いを考慮 し、見合った評価項 目を工夫す ることで有効な評価活動が行われる。

(2)特 色化につながる評価項 目

特色化
希望進路が、実現できる学校

知的好奇心が、充足できる学校

安全で充実した学校生活が、実現できる学校

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

授業形態に関する項目(TT・ 少人数制 ・外国人講師)

土曜 日補習に関する項目

生徒会 ・委員会活動に関する項 目

部活動に関する項 目

ボランティア活動に関す る項 目

施設の状況に関する項目

キ 長期休業中補習に関する項 目

ク 総合的な学習の時間に関す る項 目

ケ 生活指導に関する項葛

コ 進路指導に関する項目

サ 学校行事に関する項目

(3)対 象別の評価項目の改善

卿
介

]

情
報
量

鼠暴(㊤

勘(一蛾一)

↑(一保護者一)
関 中学生
心

来校者

育活曵1に

して具体

項 目、実
こ対する

都立高 、

の期待オど
卜

包括的、

錬的項 目

学校に対して誇リに思うことや自慢に思う
ことを設定の柱として項目を立てる

学級通信など情報提供したことについて
のタイムリーな評価項目を立てる

学校に対しての期待することや望む事を

項目として立てる

学校が地域に対して買献できる事、期待さ
れている事や、登下校時の生徒の様子な
どを項 目として立てる

教育委員会が行う都民の意識調査の都立

高校への要望を評価として取り入れる
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2「 教職員の意識改革 をすすめるための具体的な取 り組みの手順」

① 校長の学校経営計画や学校の教育 目標(年 度重点目標)を 具体化する、

② そのためには、管理職力鋤 一ダーシップを発揮し 「校内研修」「授業公開 ・学校開放の拡充」「小中

高の連携」を組織的に運営できるようにする。

具体的な数値 目標を掲げる。

① 教育 目標の実現を目指 した 「教育課程の編成」「学習指導の改善」「生活指導の改善」などに、教員

自らが具体的な数値 目標を意識 しなが ら行動する。

② そ して、その教育計画に基づいて行った実践の成果、あるいはその達成度を知ることによ り、教職

員の学校経営への参画意識を高める。

外部評価 ・内部評価により学校の説明費任を果たす。

① 家庭 ・地域祉会 と学校が情報を共有するために、学校は積極的に新 しい情報を提供す る。

② その情報を基に、各学校臥 学校評価の機会をできるだけ多 く利用して教育活動について評価を実

施 し、課題・や改善点を明確に把握する。

③ 得 られた課題や改善点を、教職員に周知徹底するとともに、外部者に対 しても 「学校だより」「各種

説明会」「学校のホームページ」な どを使って公表し、情報の共有をする。

PDCAの マネジメン トサイクルを活用 し教職員の

学校経営の参画意識を高める。

① 「自校の教職員 に よる 自己評価 」 「生徒 に よる授業評価」 「教 職員に よる校長評価」 さ らに、教職員

による学校 評価 や 「保護者 、生徒 、地城住民等」 による評価 との比較 を行 う。

PDCA(Plan=計 画、D・=実施 、Check=評 価 、Acti。n二改 善)の マネ ジメン トサイ クル によ り学校組

織全体 で運営 し実施す る。

3情 報発信の改善

外部評価を特色ある学校づくりに生かすためには、まず、妥当性の高い評価を受けることが必要である.

r皿 外部評価アンケー ト彙計調査 ・分析結果」によると、十分な情報発信がないため、外部評価が適切

にな され ていない場合がある。そこで、今までの情報発信の方法を見直 し、評価す る側に十分な情報 を提

供できるような改善が必要である。
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改善策
・対 象者別の改善

確実に情報を伝達 ロ・一=⇒ 騰 雛 犠 謎野 大 例 出張保護者会
側FAX・ メー ル利 用

対地域住民

「対学臓 心璽]a・ 斎 義瓢 生徒
租極的に
按外へ出る

校外における生徒指導の実施
地域との交流活動推選
地域行事に参加

対中学生
一層の交流の推進

・その他

1…=⇒ 「拗 鮒 榊i鰭 進

映像 ・情報機器 の活用 1く==コ 視覚的に情概 信が可能

ホームページ・新聞 の活 用U・:====コ より大 きい範囲への 報 発 一が可能

実現に向けて、様 々な問題(人 的 ・設 備的)の 解 決も必要

4外 部堺価アンケー トの回収率の改善

「評価居動1」 を充実させるためには実施 したアンケー トを確実に国収することが必要である。

対 象 回収率を上げるための手だて

生 徒 ・HRに て一斉に下記の評価を行 う.

藻 難 膿 難 霧'噸 問項目にして実施する・
・「情報」の授業 とタイア ップ し、PC処 理 ができる と集計 の省力 化がで きる.

保護者 ・保護者会や授業公開 、各種学校行事の際に、その都 度、実施す る。
・限 定 した項 目で実施 し.回 答 しやす くす る。
・実施 したア ンケー トを積み上げて集計す る。
・アンケー ト結果や協議 の結果が どの よ うに学校 運営 に反 映 したかを公表す る。
・精 選 した資料 を添付す ることで回答 しやす くす る。
・集 計はPTAに 依頼 し、参画意識を高め る。

:憲難蓼歩鵬驚貞鵬課畷磁商護鰐勢践醗
・FAXの 利用→簡便な よ うであ るポプライバ シー保謹 の観 点か ら問題があ る。

地域住民 ・ア ンケー一ト内容 を精選 し、回答 しやす くす る。
・町内会や 自治会の会合 に出向 き、協力態勢 を作 る。
・機 会毎に学校 に招待 し、限定 した項 目でア ンケー トを実施す る、
・実施 したアンケー トを積み上げて集計す る。
・糟 選 した資料 を添付す るこ とで回答 しやす くす る。

来校者 ・来校時に回答できる程度の内容を精選 したアンケー トを対象者別に用意する。
・授業公開、公開講座、施設開放などの機会を積極的に活用す る。
・中学生が学校訪問に来た際に実施する。
・上級学校関係者や企業関係者が来校 した際に依頼す る。
・学校関係業者に依頼する。
・実施 したアンケー トを積み上げて集計す る.

教職員 ・アンケー ト結果や協議の結果が どのように学校運営に反映したかを公表する。

:魏 箋ヒ霧 濡 駅 灘 齢 縢 鶴 窪享至リクする,
・管理職 との面談 の際に活用す る。
・管理職が繰 り返 し提 出を督促す る,

HPの
活 用

・HP上 で結果 を公表 し、学校運営 にどの よ うに話か されたか に触 れ る。
・ア ンケー トをHP上 で実施 できるよ うにシステムを構築す る。
・HPを 充実す ることで迅速かつ正確な情報 を提供す る。
・全都立高校 を特色別 、地域別 、沿線別 、課程 別な どで検索 できるよ うにす る。
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5ま と め

外部評価 を活用し 「特色ある学校づ くり」を進めていくためには、第一に、教職員の意識改革が求めら

る.そ のために、評価結果を生かす校内研修会な どを開き意識を高め、組織的な取組をしていく必要があ

る。第 二に、正確な外部評価を得 るためには、情報を確実かつ積極的に発信 し学校の教育 目標等を知って

もらうことである。学校を知ってもらう方法として、中学生 ・保護者 ・地域住民など対象者ごとに、情報

の内容 ・量 ・伝達方海などを適切にしていく必要がある。また、学校を知って もらうことによって、アン

ケー トの回収率アップにつながって くる。第三に、評価項 目の精選が挙げられる。校長の学校経営計画に

沿った内容で評価項 目を作成する必要がある。第四に、評価結果を基にした改善策の検討があげ らる.学

校運営連絡協議会での評価結果をもとに改善策を教職員で話 し合 うことが求められ、評価 した結果を外部

に公表す る必要がある,

今後 の課題 として、以上の4項 目について改善 し実施するeそ して、さらなる課題があるかどうか検証

していく必要がある.

V評 価 項 目の 実 践 例

学校の特色化を進めるためには、日常の教育括動を生徒、保護者、中学生、地域住民等に評価 してもら

い(評 価活動1)、 その評価を参考に、学校評価委員会で、学校運営、教育課程を含め、総括的な評価を行

う(評 価活動ll)と いった二段階の評価活動を導入することが考えられ る。さらに、その評価に棊ついて、

校長を中心 とした教職員によって、特色化に向けた検討 ・分析を していく必要がある.

評価活動1に おいて、特色化につなポる評価項 目としては、「授業のあb方 」「進路指導のあ り方」「施設

の充実」「総合的な学習の時間のあ り方」「学校行事のあり方」「土曜 日のあり方」「長期休業中のあり方1「生

活指導のあ り方」「部活動のあり方」等が考えられる。

ここでは、ある高校における実践を2例 紹介する。

蠣

醐

熔

中学生及びその保護者

学校見学時

「A高校に対する期待」 5項目(人間育成 授業 進路指導 生活指導 学校像)

どのような生活指導を学校に望みますか。

ア.細 かな規則にこだわらない、生徒の自主性を重んじた生活指導

イ.一定程度の規範意識をもたせるための生活指導

象

期

対

時

内容

質問例

生徒・保護者等

12月 中旬

具体的な課題に対する評価

本校では帰国生徒や留学生を受け入れ、また異文化交流講座や英会語教室を実施
して、国際理解教育を推進しています。今後も推進していくべきだと思いますか。

また、国際理解教育を雑進するにはどのような活動を行っていくぺきだと思いますか。
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VIお わ りに

本教育課題部会は今年度より、「特色ある学校づくりに向けた外部評価の活用」を研究テーマに.研 究開

発の緒についた.ま ず研究の方向性を決める上で検討 した観点は、学校の 「特色」とはどのように定義 し

たらよいか という点であった。学校の特色とは、「教育課程」そのものなのか、「ユニークな学校行事」な

のか、「そ こに学ぷ生徒」なのか、様々な角度から研究を深めた。その研究の途中では、研究開発の視野を

広げる意味で、多 くの私立高校か ら情報収集を行い、特色ある学校づくりに向けての経営戦略的な方策の

研究 も行った。

そ して様たな研究を進めていく中、「特色ある学校づ くり」を行 う上で、学校は どのような生徒、どのよ

うな教育活動の展開が保護者や地域か ら望まれているかを的確に把握する必要があると考えた。その分析

を基に、どのような生徒に育ててい くかについて、明確に広 く周知することが学校の特色化を進める上で

は重要であ り、そのためには外部評価を有効に活用 させることが極めて重要であるとの認識に至った。

研究を進める上で、現状の把握 と課題の分析をす る必要

があると考え、全校に向けてのアンケー ト調査を実施 した。

その結果を集計す る中で、都立高校における外部評価活用 特色ある学校づくりに向けた躰部評価の活用

の実態が明らかになると同時に、その課題 も明確 となった。 研究成集と今復の課題

本部会では、その課題を大きく4つ の課題 としてとらえ、

その改善策を具体的に開発し・本報舗 において鹸 して_願 」

いる。

さらに、改善策を開発 していく中で、特色ある学校つ く 学校経営マネジメントサイクルの視点に

りを学校経営マネジメン トサイクルの視点でとらえ、その 立った外部評価 を活用する手立ての開発

視点に立った外部評価に関する新たな考察を進めた。

外部評価を有効に活用するための漸 しい考え方として・ _辱 」

学校経営のマネジメン トサイクルにおける 「評価活動1を

その内容、方法などから 「評価活動1」 と 「評価活動皿」

と分けてとらえ、マネジメン トサイクルの中でそれぞれを

どのように活用するかを研究した、

特 に、「評価活動1」 では、学校の課題や生徒 ・保護者

・地域の声を学校の特色づくりに生かすための評価項目の

開発を行 った.

今後 も本部会として実践研究を深め、各学校が外部評価

を活用 し、特色化を進めるための有効な手立てを開発 して

い く.

外部評価の実態の把握 と課題の分析

アンケー トから明らかとなった課題

①評価項目 ②教職員の意識

③情報発信 ④アンケー ト回収串

畢
外部評価の新 しい概念 の提案

「評価活動1」 「評価活動 ∬」

畢
今後の実践研究

開発 した項目による 「評価活動1」 の実践
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